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縦断図

○管底高・地盤高等(mm) 小数第3位表示(小数第4位を四捨五入)
○距離(cm)　小数第2位表示(小数第3位を四捨五入)

数値の基準を次のとおり推奨します

No.3
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0
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9
6

90° LL使用

ドロップ・公設桝詳細図
S＝FREE

公設桝
(三方向合流桝)

ドロップ桝、公設桝の詳細図を必ず載せること

〇ドロップ桝のエルボの名称記入(90°LL or 落差調整桝)

〇ドロップ桝若しくはフリーインバート桝の落差寸法を記入

備考 備考

大

小

記号 名称 記号 名称

浴場

手洗

床排水口

大便器

小便器

流し類

洗濯機

トラップ付

トラップ付

洗い場
浴槽

汚水桝

立管

トラップ

食洗器等

流し

実線

平面図記号例

点線

新設管

既設管

図面作成例

掃除口 境界線 一点鎖線

雨水桝

公設桝

トラップ桝

ドロップ桝

段差桝

阻集器

S

平面図を作図する際の注意点

(食洗器や給湯類の排水がある場合は明記する)

〇排水箇所を簡略化せず正しい記号を用いて表記

〇施工箇所は赤色、それ以外は黒色とし、見やすい図面とする

〇公設桝の種類名を記入


